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 要  旨 
交通死亡事故の原因を要因別に見ると,約 93%が人的要因である.なかでも,もっとも発生件数
が多い事故類型は追突であり,追突を未然に防ぐための支援システムはその効果が大きいと考え
られる.このような状況を解決するための一つとして,前方衝突警報システムの研究,開発が進め
られている.このシステムによりドライバにブレーキ操作を促進し,追突の危険性が低下する効果
がある.これまで,警報システムはドライバが前方を向いて運転しているときのことを考えて設計
されてきた.しかし,いつもドライバは運転操作に集中しているわけでなく,漫然状態や一瞬の脇
見状態に陥ることがある.これら運転操作以外に注意が向けられている状態のときに警報が作動
する可能性も少なくない.したがって,注意散漫のドライバの状態において警報の効果があるかを
検証する必要がある.また,警報システムは,全ての状況において正常に作動するとは限らず,欠報
や誤報の可能性が残されており,警報システム故障時にドライバがどのような行動をとるかも考
慮すべきである. 
そこで,前方注視,漫然状態,脇見状態それぞれのドライバ状態において,警報システムに対する
ブレーキ操作などのドライバの運転行動に違いがみられるかを明らかにするために,ドライビン
グシミュレータを用いた室内実験を行った.その結果,以下のことが明らかになった. 
 
• 警報システムの支援の有無に関わらずブレーキ反応時間は,（前方注視）＜（漫然）＜（脇見） 
の順に長くなった. 
• 漫然状態においては,欠報が発生した場合のブレーキ操作のタイミングは,警報システムが搭
載されていない場合と変わらない.しかし,脇見状態においては,被験者が警報システムに依
存していると欠報が発生した場合のブレーキ操作が,警報システムが搭載されていない場合
よりも遅れた. 
 
 このように,本研究では,ドライバの状態によって警報,またその誤作動への対応が異なること
を明らかにした.このことで,警報システムの設計にあたって,ドライバが前方注視している状態
のみを想定するのではなく,漫然,あるいは前方以外に注意を向けたときに,警報が発生すること
も考慮する必要があることを示唆した. 
 
